
<略歴>
2016年3月 自治医科大学医学部卒業
2016年4月 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院
2018年4月 南房総市立富山国保病院 総合診療科・内科
2020年4月 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院   

2022年4月 鴨川市立国保病院 総合診療科・内科
2023年4月 鴨川市立国保病院 総合診療科・内科、         

2025年4月 南房総市立富山国保病院 副院長 総合診療科

2025年10月 現職
 
<資格>
日本専門医機構認定　総合診療専門医・特任指導医
日本専門医機構認定　内科専門医
全自病協・国診協認定　地域包括医療・ケア認定医
日本地域医療学会認定　地域総合診療専門医・指導医
臨床研修指導医
認知症サポート医
ICD
日本プライマリ・ケア連合学会認定　家庭医療専門
医・指導医

　この度、10月1日付で南房総市立富山国保病院の病院長に
就任いたしました山田悟史と申します。ここに謹んでご挨拶
申し上げます。
　当院は1948年に無医村の解消を目的に開設されて以来、地
域の皆様のご理解・ご支援のもと病院の運営を継続できたこ
とに心より感謝申し上げます。
　少子高齢化や人口減少が進む中での持続可能な地域医療体
制の構築、老朽化した設備の更新、地域医療人材の確保、物
価や人件費の高騰による厳しい経営状況など、当院には多く
の課題があります。こうした状況にあっても、住民の皆様が
住み慣れた地域で安心して暮らしを続けられるように、地域
包括医療・ケアを提供することが公立医療機関としての責務
と考えています。そのために、地域の医療機関や介護・保
健・福祉との連携をさらに強化し、心温かい親切な医療を心
がけつつ、安全で質の高い医療を提供できるように、職員一
同研鑽を重ねてまいります。
　私は地域医療を志して自治医科大学に入学し、在学中には
安房地域の様々な医療機関で地域医療研修を行い、卒業後は
富山国保病院と鴨川市立国保病院で医師としての経験を積み
ました。この地域に育てていただいたことに深く感謝してい
ます。地域医療の人材確保のためには、後進の育成を地域に
おいて行うことが重要と考え、今年度より当院でも、初期研
修医や医学生の受け入れを開始いたしました。教育には確か
な知識と経験の言語化が求められ、それは同時に職員自身の
研鑽を促す機会ともなります。教育を軸として「人の集まる
医療機関」とすることで、病院の持続的な運営ができるよう
に努めていきたいと考えています。
　南房総市の限られた財政の中で、市立病院である当院が可
能な限り自立した経営基盤を築くことは急務となるため、経
営健全化に向けた経営戦略チームを立ち上げて、救急患者の
受け入れを強化することでの病棟稼働率の向上、科学的なエ
ビデンスに基づく健診・検診事業の推進、近隣の訪問看護ス
テーションや居宅介護支援事業所と連携を強化して訪問診療
の充実を図るなど地域のニーズにこたえることでの経営改善
に取り組んでいます。
　今後とも変わらぬご支援を何卒よろしくお願い申し上げま
す。
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新院長就任のごあいさつ

山田　悟史
新病院長

やまだ　　　　さとし

総合診療内科

千葉大学 地域医療教育学講座 非常勤講師

千葉大学 地域医療教育学講座 特任助教
・内科
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月 火 水 木 金

午
前

8：30　　
～
11：30

１ 梅岡 山田 内海 山田 山田

２ 鈴木 酒井 梅岡 鈴木 ※　　　　
整形外科

３ 酒井 酒井

午
後

14:00　　
～   16：
00

鈴木 循環器

検査 山田 鈴木 酒井 梅岡

外来医師担当表（令和７年4月～） 予約制（予約時間 8：30～17：00）

※　整形外科は隔週となります。（隔週金曜10時から）
予約制となっておりますが急患の方は随時受付いたします。
予約なしでも受診できますが予約の方が優先となりますのでご了承ください。
都合により休診や担当医が変更になる場合があります。

求人情報
看護補助　　　　　　　
（会計年度任用職員）

富山国保病院
　内科・消化器内科・外科

整形外科・リハビリテーション科

〒299-2204
千葉県南房総市平久里中1410-1
TEL　0470-58-0301
FAX　0470-58-0496
https://www.tomiyamakokuho.com/

院長退任のごあいさつ

　この度、2025年9月30日付けで病院長を退任いたしました。
　私は、1990年に、医師不足の地域で働く自治医科大学卒業生の派遣
として当院に着任し、1991年に病院長を拝命しました。
　当院の使命は「地域に密着したプライマリーケアを担当する」こと
と考え、救急医療と在宅医療への取り組み、町内を巡回した健康作り
講習会や人間ドックを開始、看護体制の整備、リハビリの開設などに
取り組みました。
　　2018年、安房地域医療センターと地域医療連携推進法人を設立、2019年、地域包括ケア病床を開設
し、住み慣れた地域への在宅復帰を目指して取り組んできました。同年、房総半島を襲った台風15号
の際、病院は2011年の東日本大震災後に新たに整備した自家発電で停電を免れ、全館フル稼働でき、
救急の受け入れや病院隣に開設された避難所の支援など、災害時の医療体制に全職員で対応しました。
　特に心に残っているのは、2020年の新型コロナパンデミック時に、全国に先駆けて全病床をコロナ
専用病床に転換し、職員一同が協力して全力で患者様を受け入れたことです。未知のウィルスに対する
恐怖心や風評に対峙しながら、「地域のために、患者様のために」という使命感を持ち、最前線で献身
的に働いた職員をたいへん誇りに思っております。
　34年間様々なことがありましたが、地域住民の皆様、患者様、南房総市、関係各位の皆様、そして
歴代の病院職員の皆様に心から深く感謝申し上げます。
今後は、新たな病院長に山田悟史先生が就任いたします。山田新院長のもと、この病院がさらに発展し
地域社会に貢献できますことを心より祈念申し上げます。
　これからもどうか当院をご支援賜りますようお願い申し上げます。
本当にありがとうございました。
 

鈴木　孝徳


